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日に
ほ
ん本

に
き
た
ら
　

す
る
こ
と

　在
ざいりゅう
留カ

か ー ど
ードは　いつも　持

も
っておきます。

在
ざいりゅう
留カ

か ー ど
ードは、3か

かげつ
月よりも　ながく　日

にほん
本に住

す
むひとが　もちます。

　【おもて】　　　　　　　　　　　　 　　【うら】

在
ざいりゅう
留期

きげん
限をのばす、在

ざいりゅう
留資

しかく
格をかえたい、在

ざいりゅう
留カ

か ー ど
ードをなくした、など

在
ざいりゅう
留カ

か ー ど
ードについて困

こま
ったことがあったら、出

しゅつにゅうこく
入国在

ざいりゅう
留管

かんりちょう
理庁に　

聞
き
きましょう。

福
ふく
岡
おか
出
しゅつ
入
にゅう
国
こく
在
ざい
留
りゅう
管
かん
理
り
局
きょく
　熊

くま
本
もと
出
しゅっ
張
ちょう
所
じょ
　電

でん
話
わ
：096-362-1721

　じぶんの　住
す
むまちで、住

じゅうみん
民とうろくを　する。

3カ
かげつ
月よりも　ながいあいだ、日

にほん
本に住

す
むときは、住

じゅうみん
民登

とうろく
録をします。

日
に ほ ん

本に　きたら　すること

おわったら、チ
ち ぇ っ く
ェック☑しましょう。
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日に
ほ
ん本

に
き
た
ら
　

す
る
こ
と

住
す
んでいる市

し
・町
まち
・村
むら
の　役

やくしょ
所・役

やくば
場の窓

まどぐち
口に行

い
って、住

じゅうしょ
所を　しらせます。

この手
てつづ
続きは、日

にほん
本にきてから　14日

にち
までに　します。

住
じゅうみん
民登

とうろく
録は、生

せいかつ
活のサ

さ ー び す
ービスをうけるときに必

ひつよう
要です。

【引
ひ
っこし（住

す
むいえをかえて、別

べつ
のところに住

す
む）をするとき】

①	 引
ひ
っこしをするまえに、今

いま
住
す
んでいる役

やくば
場の窓

まどぐち
口に行

い
って「転

てんしゅつとどけ
出届

（住
じゅうしょ
所をかえるてつづき）」を出

だ
します。

②	 窓
まどぐち
口で　「転

てんしゅつ
出証

しょうめいしょ
明書」をもらいます。

③	 引
ひ
っこしたあとで、新

あたら
しく引

ひ
っこした市

し
・町

まち
・村

むら
の役

やくば
場の窓

まどぐち
口に行

い
っ

て「転
てんにゅうとどけ
入届（住

じゅうしょ
所をかえるてつづき）」を出

だ
します。引

ひ
っこした日

ひ
から、

14日
にち
までに　手

てつづ
続きをします。

そのとき、自
じぶん
分の在

ざいりゅう
留カ

か ー ど
ード、②でもらった転

てんしゅつ
出証

しょうめいしょ
明書、（持

も
っていれ

ば）マ
ま い な ん ば ー か ー ど
イナンバーカードを持

も
って行

い
きます。

※手
てつづ
続きをするのに　お金

かね
はかかりません。

※�パ
ぱ す ぽ ー と
スポートに「在

ざいりゅう
留カ

か ー ど
ードを後

ごじつ
日交

こうふ
付する（在

ざいりゅう
留カ

か ー ど
ードを、あとで送

おく
り

ます）」と　かいてあるときは、パ
ぱ す ぽ ー と
スポートをもって行

い
きます。そのあと、

在
ざいりゅう
留カ

か ー ど
ードが、役

やくば
場に知

し
らせたじぶんの住

じゅうしょ
所に、送

おく
ってきます。

※�自
じどうしゃ
動車の運

うんてん
転免

めんきょしょう
許証を持

も
っているときは、「運

うんてん
転免

めんきょ
許セ

せ ん た ー
ンター」で住

じゅうしょ
所

をかえます。

※�１年
ねん
よりも長

なが
く外

がいこく
国へ行

い
くとき、自

じぶん
分の国

くに
へ帰

かえ
るときは「転

てんしゅつとどけ
出届（いど

うするてつづき）」を役
やくば
場の窓

まどぐち
口にだします。

　マ
ま い な ん ば ー
イナンバー（じぶんの番

ばんごう
号）カ

か ー ど
ードを　つくる

住
じゅうみん
民登

とうろく
録をしたら　じぶんの番

ばんごう
号「マ

ま い な ん ば ー
イナンバー」が　もらえます。
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日に
ほ
ん本

に
き
た
ら
　

す
る
こ
と

海
かいがい
外にお金

かね
を送

おく
る時

とき
、会

かいしゃ
社で働

はたら
くとき（給

きゅうりょう
料の手

て
続
つづ
き）、生

せいかつ
活の支

しえん
援をう

けるときに必
ひつよう
要です。

じぶんの番
ばんごう
号は、手

てつづ
続きするとき以

いがい
外に、人

ひと
に教

おし
えてはいけません。

住
じゅうみん
民登

とうろく
録がおわったら、住

す
んでいる市

し く
区町

ちょうそん
村から、マ

ま い な ん ば ー か ー ど
イナンバーカードの

申
もうしこ
込みの手

てがみ
紙（通

つうち
知カ

か ー ど
ード、交

こうふ
付申

しんせいしょ
請書、返

へんしん
信に使

つか
うふうとう）が送

おく
られ

てきます。

自
じぶん
分の顔

かお
の写

しゃしん
真が必

ひつよう
要です。ゆうびん、ス

す ま ー と ふ ぉ ん
マートフォンでカ

か ー ど
ード作

さくせい
成の申

もう

し込
こ
みをします。

マ
ま い な ん ば ー か ー ど
イナンバーカードについて

https://www.kojinbango-card.go.jp/ 

　国
こくみん
民医

いりょう
療保

ほけん
険に　はいる

病
びょうき
気やけが をしたら、いつでも、だれでも、病

びょういん
院でなおすことができるよ

うに、日
にほん
本には「国

こくみん
民医

いりょう
療保

ほけん
険」があります。住

じゅうみん
民登

とうろく
録をした人

ひと
が　はい

ります。

国
こくみん
民医

いりょう
療保

ほけん
険に　はいっていたら、病

びょういん
院・薬

やっきょく
局にかかる、全

ぜんぶ
部のお金

かね
を　

しはらわないでよいです。
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日に
ほ
ん本

に
き
た
ら
　

す
る
こ
と

保
ほけん
険にはいったら、保

ほけんりょう
険料のしはらいをします。いくら払

はら
うかは、住

す
んで

いるところや、前
まえ
の年

とし
に稼

かせ
いだお金

かね
の大

おお
きさで　きまります。

子
こ
どもをうんだら、保

ほけん
険から「出

しゅっさん
産一

いちじ
時金

きん
」がもらえます。

詳
くわ
しく→＜病

びょうき
気・けが＞　P. 17

　年
ねんきん
金に ついて

もしも、けがやびょうきになって、じぶんのからだに障
しょう
がいが残

のこ
ったとき、

年
とし
をとって働

はたら
かなくなったときの生

せいかつ
活のために　ほしょう（払

はら
いもどし）

がされます。

日
にほん
本にすむ、20さい～ 59さいまでの　すべての人

ひと
が、年

ねんきん
金に入

はい
らなけれ

ば　いけません。

年
ねんきん
金の　しゅるい
（どちらかに
はいります）

だれがしはらう？
（20さい～
５９さいまで）

いくら　かかる？

国
こくみん
民年

ねんきん
金

はたらいてない人
ひと
、

留
りゅうがくせい
学生

自
じぶん
分で働

はたら
いている人

ひと

（自
じえい
営業

ぎょう
）

家
かぞく
族が何

なんにん
人いるか・所

しょとく
得

できまる。
納
のうふしょ
付書（税

ぜいきん
金を　払

はら
うと

きに　つかう　紙
かみ
）が送

おく

られてきます。

厚
こうせい
生年

ねんきん
金

会
かいしゃ
社ではたらいている

人
ひと

所
しょとく
得で　きまる。

会
かいしゃ
社が　いちぶ　払

はら
って

くれる。
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日に
ほ
ん本

に
き
た
ら
　

す
る
こ
と

※�所
しょとく
得がひくい人

ひと
や学

がくせい
生は、保

ほけんりょう
険料の支

しはら
払いをやめる手

てつづ
続き、支

しはら
払いを後

あと

でする手
てつづ
続きが できます。住

す
んでいるまちの「国

こくみん
民年

ねんきん
金」窓

まどぐち
口に相

そうだん
談し

ます。

※�年
ねんきん
金を 6か

かげつ
月よりも　ながく、払

はら
いつづけた外

がいこく
国の人

ひと
は、自

じぶん
分の国

くに
に

帰
かえ
ってから「脱

だったい
退一

いちじ
時金

きん
」の手

てつづ
続きをすると、保

ほけんりょう
険料が　一

いちぶ
部だけ　も

どされます。

　�お金
かね
がいくらもどってくるのか、年

ねんきん
金をしはらった時

じ き
期、給

きゅうりょう
料によって

決
き
まります。

日
にほん
本年

ねんきん
金機

きこう
構ホ

ほ ー む ぺ ー じ
ームページ

https://www.nenkin.go.jp/international/index.html

税
ぜいきん
金について

日
にほん
本の税

ぜいきん
金

住
じゅうみんぜい
民税

（市
し
県
けんみん
民税

ぜい
）

税
ぜいきん
金を　いくら支

しはら
払うか、前

まえ
の年

とし
の所

しょとく
得で　決

き
まります。

まちでくらす　みんなのために　使
つか
われます。

所
しょとくぜい
得税 その年

とし
の　所

しょとく
得で決

き
まります。

消
しょうひぜい
費税 商

しょうひん
品やサ

さ ー び す
ービスを買

か
うときにかかります。レ

れ し ー と
シートに書

か

いてあります。

そのほかに、車
くるま
やバ

ば い く
イクを持

も
っている人

ひと
が払

はら
う「自

じどう
動車

しゃぜい
税」があります。

※�住
じゅうみんぜい
民税・所

しょとくぜい
得税は、国

くに
どうしの条

じょうやく
約で、免

めんじょ
除される（支

しはら
払わなくてよい）

ことがあります。
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日に
ほ
ん本

に
き
た
ら
　

す
る
こ
と

確
かくてい
定申

しんこく
告について

確
かくてい
定申

しんこく
告は、その年

とし
の、1月

がつ
1 日
にち
～ 12 月

がつ
31 日

にち
までの　所

しょとく
得を計

けいさん
算して、

ただしく税
ぜいきん
金をはらうことです。

①	 税
ぜいむ
務署

しょ
へ書

しょるい
類をだす、②郵

ゆうびん
便でおくる、③イ

い ん た ー ね っ と
ンターネット　のどれか

で　手
てつづ
続きができます。

給
きゅうりょう
料をもらっている人

ひと
は、働

はたら
いている会

かいしゃ
社で　年

ねんまつ
末調

ちょうせい
整（1

１２
2 月
がつ
に　会

かいしゃ
社が　

働
はたら
く人

ひと
の　税

ぜいきん
金を計

けいさん
算し、なおすこと）をします。多

おお
く払

はら
いすぎた税

ぜいきん
金は、

もどされます。

税
ぜいきん
金の証

しょうめいしょ
明書

生
せいかつ
活のサ

さ ー び す
ービスをうけるとき（１５さい以

い か
下の子

こ
どもに支

しはら
払われる「児

じどう
童

手
てあて
当（子

こ
どもを育

そだ
てるためのお金

かね
のしえん）」）や、在

ざいりゅう
留資

しかく
格を更

こうしん
新すると

きに、税
ぜいきん
金の証

しょうめいしょ
明書が必

ひつよう
要です。

納
のうぜい
税証

しょうめいしょ
明書（税

ぜいきん
金をはらっているかわかるもの）：住

す
んでいる市

しちょうそん
町村役

やくば
場

でもらいます。

課
かぜい
税証

しょうめいしょ
明書（税

ぜいきん
金のきんがくが、いくらかがわかるもの）：住

す
んでいる

市
しちょうそん
町村役

やくば
場でもらいます。

もっとくわしく

▼国
こくぜいちょう
税庁

https://www.nta.go.jp/（日
にほん
本ご）

https://www.nta.go.jp/english/index.htm（英語）

（日
にほん
本ご）

（英語）
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せ
い
か
つ

せいかつ

地
ち
いきの　あつまり

住
す
んでいるところには、「自

じ ち か い
治会、または町

ちょうないかい
内会」という、地

ち
いきのあつ

まりがあります。

近
ちか
くに住

す む
む人どうしで、住

す
みやすくするための　あつまりです。

地
ち
いきのそうじや、地

ち
いきの人

ひと
が集

あつ
まるための　イ

い べ ん と
ベントを　します。

家
いえ
を借

か
りるときは　「契

けいやくしょ
約書」を　まもってください。

家
いえ
を借

か
りるとき、敷

しききん
金（家

いえ
をかりる保

ほしょう
証のためのお金

かね
）、礼

れいきん
金（家

いえ
をかす

人
ひと
に払

はら
うお礼

れい
のお金

かね
）、保

ほしょうにん
証人、部

へ や
屋のク

く り ー に ん ぐ
リーニングのお金

かね
が必

ひつよう
要なこと

があります。

ア
あ ぱ ー と
パート（集

しゅうごう
合住

じゅうたく
宅）では、夜

よる
おそい時

じかん
間に　大

おお
きい音

おと
を出

だ
すことを　

ひかえましょう。

部
へ や
屋の外

そと
の　ろうか、かいだんには、自

じぶん
分のものを　おいてはいけません。

借
か
りている部

へ や
屋を　他

ほか
の人

ひと
に貸

か
してはいけません。

電
でんき
気・ガ

が す
ス・水

すいどう
道・イ

い ん た ー ね っ と
ンターネットは自

じぶん
分で契

けいやく
約・解

かいやく
約します。

自
じてんしゃ
転車、バ

ば い く
イク、車

くるま
は　決

き
められたところに　鍵

かぎ
をかけて　とめます。
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せ
い
か
つ

ごみは決
き
まった時

じかん
間・決

き
まった場

ばしょ
所に　捨

す
てる。

住
す
んでいるところで、いつ・どんな　ごみを　あつめるか　ス

す け じ ゅ ー る
ケジュール

が　かいてある「ごみカ
か れ ん だ ー
レンダー」があります。

役
やくしょ
所の窓

まどぐち
口で　無

むりょう
料でもらえます。

リ
り さ い く る
サイクルをするために、ごみを　分

わ
けます。住

す
んでいる市

しちょうそん
町村のル

る ー る
ール

を守
まも
ってください。

例
れい
）燃

も
やすゴ

ご み
ミ　　　　　　　　紙

かみ
　　　プ

ぷ ら す ち っ く
ラスチック　　ペ

ぺ っ と ぼ と る
ットボトル　　　　　

特
とくてい
定品

ひんもく
目

スプレー缶
かん
、ラ

ら い た ー
イター、乾

かんでんち
電池など

※�決
き
められた　有

ゆうりょう
料の（お金

かね
がかかる）ごみ袋

ぶくろ
をつかう　市

しちょうそん
町村もあります。

※�料
りょうり
理の油

あぶら
を　台

だいどころ
所に流

なが
してはいけません。　紙

かみ
にすわせたり、粉

こな
で　

　かためたりして「燃
も
やすごみ」に捨

す
てます。

※�ごみ袋
ぶくろ
に入

はい
らないものは「粗

そだい
大ごみ、大

おおがた
型ごみ」です。

　�捨
す
てる時

とき
は、自

じぶん
分でごみ処

しょりじょう
理場にもっていくか（ごみの大

おお
きさによって、

お金
かね
がかかります）、住

す
んでいる市

しちょうそん
町村のホ

ほ ー む ぺ ー じ
ームページを調

しら
べて連

れんらく
絡します。

　�その後
あと
、コ

こ ん び に
ンビニで「粗

そだい
大ごみ回

かいしゅう
収シ

し ー る
ール」を買

か
い、そのシ

し ー る
ールを貼

は
っ

て捨
す
てます。

※�いらない洗
せんたくき
濯機、冷

れいぞうこ
蔵庫、テ

て れ び
レビは、回

かいしゅう
収サ

さ ー び す
ービスを頼

たの
みます（お金

かね
が

かかります）。
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こ
う
つ
う

こうつう

自
じてんしゃ
転車に　のるときの　ル

る ー る
ール

①　車
くるま
が走

はし
る道

みち
の　左

ひだり
がわを　はしる。

※歩
ほどう
道（人

ひと
があるく道

みち
）では、歩

ある
いている人

ひと
が

いるときは、ゆっくり　はしりましょう。

②　交
こうさてん
差点では　信

しんごう
号をまもりましょう。

※「止
と
まれ」の看

かん
板
ばん
があったら　かならず　とま

ります。周
まわ
りを　よく見

み
て　動

うご
きます。

③　夜
よる
は　ラ

ら い と
イトをつけます。　　　　④　�お酒

さけ
をのんだら、自

じてんしゃ
転車にのっ

てはいけません。

⑤ヘ
へ る め っ と
ルメットを　かぶります。

No
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こ
う
つ
う

・2
ふたり
人のりをしては　いけません。

・傘
かさ
をさしながら、ス

す ま ー と ふ ぉ ん
マートフォンをつかいながら　自

じてんしゃ
転車にのっては　

いけません。

・自
じてんしゃ
転車は、きまった場

ばしょ
所、駐

ちゅうりんじょう
輪場（自転車を　おく　ところ）にとめる。

熊
くまもとし
本市の市

し が い ち
街地駐

ちゅうりんじょう
輪場はお金

かね
がかかります。

・自
じてんしゃ
転車を　かってに　ほうち　してはいけません。

・自
じてんしゃ
転車の　保

ほけん
険にはいりましょう（熊

くまもとけん
本県のきまりです）。

自
じてんしゃ
転車で　事

じ こ
故にあったときのための　保

ほけん
険です。

・「防
ぼうはん
犯登

とうろく
録（660 円

えん
）」をしましょう。

自
じてんしゃ
転車が自

じぶん
分のものであることを証

しょうめい
明するもの。自

じてんしゃ
転車を売

う
っている

お店
みせ
で登

とうろく
録できます。

※�観
かんこう
光ができるところには、有

ゆうりょう
料のレ

れ ん た さ い く る
ンタサイクル（自

じてんしゃ
転車をかしてくれ

る）サ
さ ー び す
ービスもあります。

車
くるま
の運
うんてん
転免

めんきょ
許

日
にほん
本で運

うんてん
転するためには、いずれかの運

うんてん
転免

めんきょしょう
許証が必

ひつよう
要です。

①　日
にほん
本の運

うんてん
転免

めんきょしょう
許証

②　国
こくさい
際 運

うんてん
転免

めんきょしょう
許証

③　�ス
す い す
イス、ド

ど い つ
イツ、フ

ふ ら ん す
ランス、ベ

べ る ぎ ー
ルギー、モ

も な こ
ナコ、台

たいわん
湾　の　運

うんてん
転

免
めんきょしょう
許証

外
がいこく
国の運

うんてん
転免

めんきょしょう
許証を持

も
っている人

ひと
は、免

めんきょ
許セ

せ ん た ー
ンターで、日

にほん
本で使

つか
える

免
めんきょしょう
許証にかえます。

事
じぜん
前の予

よやく
約が必

ひつよう
要です。

問
と
い合

あ
わせ先

さき
；熊
くまもとけん
本県警

けいさつ
察本

ほんぶ
部 運

うんてん
転免

めんきょ
許試

し け ん か
験課 　096-233-0116
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こ
う
つ
う

免
めんきょ
許を取

と
る人

ひと

外
がいこくご
国語（中

ちゅうごくご
国語、英

えいご
語、ベ

べ と な む ご
トナム語）の学

がっか
科試

しけん
験があります。（2022 年

ねん
７

月
がつ
現
げんざい
在）

電
でんしゃ
車・バ

ば す
ス（公

こうきょう
共交

こうつう
通機

きかん
関）

電
でんしゃ
車・バ

ば す
スに　乗

の
るときは　ICカ

か ー ど
ード、乗

の
りかえア

あ ぷ り
プリをつかうと　べん

りです。

日
にほん
本で電

でんしゃ
車・バ

ば す
スに乗

の
るときのル

ル ー ル
ール

・乗
の
るときは、順

じゅんばん
番にならんで　決

き
まったところで　まちます。

・携
けいたい
帯電

でんわ
話は　マ

ま な ー も ー ど
ナーモードにします。乗

の
っている時

とき
は、電

でんわ
話をしません。

・乗
の
りものの　中

なか
で、食

た
べものを　食

た
べたり、飲

の
みものを飲

の
んだりしては　

いけません。

・乗
の
りものの　中

なか
で、話

はな
すときは　声

こえ
を小

ちい
さく　しましょう。

・ごみは　決
き
められたところに　捨

す
てます。
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は
た
ら
く

はたらく

日
にほん
本ではたらくときは、じぶんの在

ざいりゅう
留資

しかく
格にあった仕

しごと
事をします。

在
ざいりゅう
留資

しかく
格と　ちがう仕

しごと
事をすることは、法

ほうりつ
律で　禁

きんし
止しています。

在
ざいりゅう
留資

しかく
格が、働

はたら
くための資

しかく
格ではないとき（たとえば　留

りゅうがくせい
学生、家

かぞく
族滞

たいざい
在）

は、出
しゅつにゅうこく
入国在

ざいりゅう
留管

かんりちょう
理庁から「資

しかくがい
格外活

かつどう
動許

きょか
可」を必

かならず
ずもらってください。

働
はたら
く時

じかん
間には、決

き
まりがあります。

「ハ
は ろ ー わ ー く
ローワーク」について

「ハ
は ろ ー わ ー く
ローワーク（職

しょくぎょう
業安

あんていじょ
定所）」は、

仕
しごと
事をさがしたい

仕
しごと
事をやめたので、「雇

こよう
用保

ほけん
険」の　手

て
続
つづ
きをしたい

ひとは誰
だれ
でも　利

りよう
用できます。お金

かね
はかかりません。

仕
しごと
事をかえるときは、今

いま
の在
ざいりゅう

留資
しかく
格で　新

あたら
しい仕

しごと
事ができるか、出

しゅつにゅうこく
入国

在
ざいりゅう
留管

かんりちょう
理庁に確

かくにん
認しましょう。

今
いま
までの仕

しごと
事の内

ないよう
容がかわるひとは、「就

しゅうろう
労資

しかく
格証

しょうめいしょ
明書」を申

しんせい
請したほう

がいいこともあります。

仕
しごと
事をかえて、14日

にち
までに「契

けいやく
約機

きかん
関に関

かん
する届

とどけで
出（新

あらた
たな契

けいやく
約の締

ていけつ
結）」

を、近
ちかく
くの出

しゅつにゅうこく
入国在

ざいりゅう
留管

かんりちょう
理庁に　だします。
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は
た
ら
く

仕
しごと
事をはじめる時

とき
は「契

けいやく
約」を　よく読

よ
みましょう。

仕
しごと
事がきまったら、働

はたら
くところと　契

けいやく
約をむすびます。

契
けいやく
約は「雇

こよう
用労

ろうどう
働契

けいやくしょ
約書」、または「労

ろうどう
働条

じょうけん
件通

つうちしょ
知書」といいます。

どんな仕
しごと
事をするか、何

なんにち
日はたらくか、休

やす
みのこと、給

きゅうりょう
料（賃

ちんぎん
金）のこと

について、書
か
かれているか確

かくにん
認します。

内
ないよう
容を　きちんとよんで、わかってからサ

さ い ん
インしましょう。

日
にほん
本の法

ほうりつ
律では、１時

じかん
間にもらえるお給

きゅうりょう
料の金

きんがく
額（時

じきゅう
給）の　いちばん少

すく

ない金
きんがく
額（最

さいてい
低賃

ちんぎん
金）が決

き
められています。時

じきゅう
給は「最

さいてい
低賃

ちんぎん
金」以

いじょう
上でな

いといけません。

「最
さいてい
低賃

ちんぎん
金」は都

とどうふけん
道府県、仕

しごと
事により異

こと
なります。

もっと知
し
りたい

　「熊
くまもとけん
本県　最

さいてい
低賃

ちんぎん
金」で検

けんさく
索

日
にほん
本の　法

ほうりつ
律で　決

き
められていること

•１日
にち
に　働

はたら
く時

じかん
間は　決

き
まっています。

1日
にち
に 8時

じかん
間、1週

しゅうかん
間に 40時

じかん
間をこえて　働

はたら
くことは　できません。

•１日
にち
に必

ひつよう
要な休

きゅう
けい時

じかん
間

6時
じかん
間よりも長

なが
く働
はたら
くならば　45分

ふん
以上

8時
じかん
間よりも長

なが
く働
はたら
くならば　１時

じかん
間以

いじょう
上　の休

きゅう
けいが必

ひつよう
要です。
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は
た
ら
く

• 休
やす
みの日

ひ

毎
まいしゅう
週１日

にち
の休

やす
みか、4週

しゅうかん
間に 4日

か
以
いじょう
上の休

やす
みが　必

ひつよう
要です。

※仕
しごと
事のしゅるいによって、休

やす
みのとりかたが　違

ちが
うところもあります。

•決
き
められた時

じかん
間以

いがい
外で働

はたら
くとき（残

ざんぎょう
業）は　賃

ちんぎん
金の 25％～ 50％以

いじょう
上

多
おお
く　支

しはら
払われます（職

しょくしゅ
種や在

ざいりゅう
留資

しかく
格により異

こと
なります）。

• 会
かいしゃ
社が　従

じゅうぎょういん
業員をク

く び
ビにするときは、30 日

にちまえ
前に　あらかじめ従

じゅうぎょういん
業員に

伝
つた
えなければ　いけません。もし、それをしなかったら　会

かいしゃ
社は　解

かいこ
雇

予
よこく
告手

てあて
当（お金

かね
）を　従

じゅうぎょういん
業員に支

しはら
払います。

•賃
ちんぎん
金がでる休

やす
み（有

ゆうきゅう
給休

きゅうか
暇）を　もらうのは条

じょうけん
件があります。

働
はたら
いている期

きかん
間が 6カ

かげつ
月以

いじょう
上で、出

しゅっきんりつ
勤率が 80％以

いじょう
上ならば１年

ねんめ
目に 10

日
にちかん
間の有

ゆうきゅう
給休

きゅうか
暇をもらうことができます。

その 1年
ねんご
後、11日

にちかん
間　もらえます。

有
ゆうきゅう
給休

きゅうか
暇は次

つぎ
の年

とし
に　くりこすことができます。でも、2年

ねん
すぎると　

なくなります。

※給
きゅうよ
与明

めいさいしょ
細書（給

きゅうりょう
料の内

ないよう
容）は　自

じぶん
分で　保

ほかん
管しましょう。

※�勤
きんたい
怠管

かんり
理（何

なんじ
時に仕

しごと
事をはじめて、何

なんじ
時に終

お
わったか）きちんと記

きろく
録を

します。

※�パ
ぱ す ぽ ー と
スポート・在

ざいりゅう
留カ

か ー ど
ードは自

じぶん
分で管

かんり
理します。会

かいしゃ
社に長

なが
いあいだ預

あず
けて

はいけません。
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は
た
ら
く

外
がい
国
こく
人
じん
労
ろう
働
どう
者
しゃ
向
む
け相
そうだん
談ダ

だ い や る
イヤル

日
にほん
本には、働

はたら
いている人

ひと
を　まもる法

ほうりつ
律があります。

働
はたら
いている会

かいしゃ
社から、会

かいしゃ
社を辞

や
めさせられた、賃

ちんぎん
金の引

ひ
き下

さ
げ、いじめ・

パ
ぱ わ は ら
ワハラがあったり、他

ほか
に困

こま
ったことがあれば　電

でんわ
話で相

そうだん
談できます。

（通
つうわ
話料

りょうきん
金はかかりますが、相

そうだん
談のお金

かね
はかかりません。）

https://www.startup-roudou.mhlw.go.jp/foreigner.html

働
はたら
けなくなった時

とき
の　保

ほけん
険制

せいど
度

「雇
こよう
用保

ほけん
険」は、会

かいしゃ
社と従

じゅうぎょういん
業員が労

ろうどうきょく
働局に支

しはら
払います。

働
はたら
けなくなった時

とき
に　支

しはら
払われる　補

ほしょう
償です。

名
なまえ
前 どういう時

とき
に支

しはら
払われる？（条

じょうけん
件があります）

基
き
本
ほん
手
て
当
あて

（失
しつ
業
ぎょう
給
きゅう
付
ふ
）
仕
しごと
事をやめた後

あと
、次

つぎ
の仕

しごと
事をするまで、しばらくの間

あいだ
　支

しはら
払

われます。
いくら給

きゅうりょう
料をもらっていたか、どのくらい働

はたら
いていたかで　

お金
かね
がかわります。ハ

は ろ ー わ ー く
ローワークでの手

て
続
つづ
きが　必

ひつよう
要です。

育
い く じ
児 休

きゅうぎょう
業

給
きゅうふ
付

子
こ
どもを　そだてるために、仕

し
事
ごと
を　長

なが
く休

やす
む時

とき
に　支

しはら
払わ

れます。

介
か い ご
護 休

きゅうぎょう
業

給
きゅうふ
付

家
かぞく
族を　介

かいご
護するために、仕

しごと
事を　長

なが
く休

やす
む時

とき
に　支

しはら
払われ

ます。

傷
しょうびょう
病手

てあてきん
当金 病

びょうき
気やけがで会

かいしゃ
社を休

やす
んだ時

とき
に支

しきゅう
給される
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び
ょ
う
き
・

け
が

びょうき・けが

病
びょうき
気やけがを　したら、いつでも、だれでも、病

びょういん
院でなおすができます。

病
びょういん
院のほかに、ク

く り に っ く
リニック、医

いいん
院、診

しんりょうじょ
療所　などがあります。

医
いりょう
療保

ほけん
険は　2つ　あります。

国
こくみん
民健

けんこう
康保

ほけん
険 社

しゃかい
会保

ほけん
険

内
ない
　容

よう
医
いりょうひ
療費の 30％を　自

じぶん
分で　払

はら
う

だれが 自
じえいぎょう
営業

働
はたら
いてない人

ひと 会
かいしゃ
社で働

はたら
く人

支
しはら
払う保

ほけんりょう
険料 所

しょとく
得によって決

き
まる

出
しゅっさん
産一

いちじ
時金

きん
あり

出
しゅっ
産
さん
手
て
当
あて
金
きん

傷
しょう
病
びょう
手
て
当
あて
金
きん なし あり

どこに聞
き
けばいい？

市
し く
区町

ちょうそん
村の「国

こくみん
民健

けんこう
康

保
ほけん
険」担

たんとうか
当課

全
ぜんこく
国健

けんこう
康保

ほけん
険協

きょうかい
会

※�日
にほん
本と社

しゃかい
会保

ほしょう
障協

きょうてい
定を結

むす
んでいる国

くに
の人

ひと
は、国

こくみん
民健

けんこう
康保

ほけん
険に　はいらな

くてよいこともあります。

※�パ
ぱ ー と
ートやア

あ る ば い と
ルバイトは、社

しゃかい
会保

ほ
険
けん
ではなく、国

こくみん
民健

けんこう
康保

ほけん
険に　はいるこ

ともあります。
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び
ょ
う
き
・

け
が

「かかりつけ医
い
」について

住
す
んでいる家

いえ
の近

ちか
くにあって、自

じぶん
分の病

びょうき
気について相

そうだん
談できる　医

いりょう
療機

きかん
関

のことです。

治
ちりょうちゅう
療中の病

びょうき
気がある人

ひと
は、「かかりつけ」を決

き
めておきましょう。

大
おお
きな病

びょういん
院は　たくさんの診

しんりょうか
療科がありますが、紹

しょうかいじょう
介状が必

ひつよう
要なこともあ

ります。

まずはかかりつけ医
い
に相

そうだん
談して、紹

しょうかいじょう
介状を書

か
いてもらいます。

病
びょういん
院にかかるとき

・はじめて行
い
く病
びょういん
院は、予

よやく
約ができる病

びょういん
院もあります。電

でんわ
話で問

と
い合

あ
わせ

が必
ひつよう
要です。

・病
びょういん
院にいくときは、自

じぶん
分の　健

けんこう
康保

ほけんしょう
険証　か　マ

ま い な ん ば ー か ー ど
イナンバーカード　を

持
も
っていきます。

・検
けんさ
査があるときは、同

どういしょ
意書へのサ

さ い ん
インが必

ひつよう
要になります。

日
に ほ ん ご
本語に　自

じしん
信がないときは　日

に ほ ん ご
本語がわかる人

ひと
と　一

いっしょ
緒に行

い
きましょ

う。

・医
いりょう
療通

つうやく
訳サ

さ ー び す
ービスがある病

びょういん
院もあります。

・休
やす
みの日

ひ
や夜

よる
でも　病

びょういん
院に行

い
くこと　ができます。支

しはら
払うお金

かね
が高

たか
くな

ります。

「おくすり手
てちょう
帳」について

薬
やっきょく
局でもらえます。お金

かね
はかかりません。

薬
くすり
のア

あ れ る ぎ ー
レルギーがないか、常

じょうよう
用薬

やく
（いつものんでいる薬

くすり
）など、自

じぶん
分の薬

くすり

のきろくが書
か
いてあります。
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び
ょ
う
き
・

け
が

病
びょういん
院、薬

やっきょく
局に行

い
く時

とき
は持

も
っていきましょう。

医
いりょうひ
療費が　高

たか
くなったときの「高

こうがく
額療

りょうようひ
養費制

せいど
度」

1か月
げつ
のうちにかかった医

いりょうひ
療費が　高

たか
くなったら、自

じぶん
分でしはらった 30％

の医
いりょうひ
療費の一

いちぶ
部が「高

こうがく
額療

りょうようひ
養費」として戻

もど
ります。

いくらもどるかは、所
しょとく
得や年

ねん
れいで　かわります。

健
けんこう
康保

ほけんしょう
険証に　かいてある「保

ほけんしゃ
険者名

めいしょう
称」へ　申

しんせい
請をします。
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妊に
ん
し
ん娠

・
出

し
ゅ
っ
さ
ん産

子
こ そ だ

育て

生
せいり
理がこない、妊

にんしん
娠（おなかに赤

あか
ちゃんができる）したかも？　

と思
おも
ったら、まず「産

さんふじんか
婦人科」がある病

びょういん
院へ行

い
きます。

妊
にんしん
娠したかどうかの検

けんさ
査をします。

妊
にんしん
娠・出

しゅっさん
産について、心

しんぱい
配なこと、不

ふあん
安なことがあったら　相

そうだん
談もできます。

「妊
にんしんとどけ
娠届」を　市

しちょうそん
町村役

やくば
場に　だします。

母
ぼ し
子健

けんこう
康手

てちょう
帳を　もらいます（お金

かね
はかかりません）。妊

にんしん
娠～出

しゅっさん
産（子ど

もが生まれる）～子
こ
どもについて・予

よぼう
防接

せっしゅ
種（ワ

わ く ち ん
クチンをうつ）について　

記
きろく
録するものです。妊

にんぷ
婦健

けんこう
康診

しんだん
断（妊

にんしん
娠したマ

ま ま
マと赤

あか
ちゃんの　からだを

調
しら
べる）や出

しゅっさん
産の時

とき
に必

ひつよう
要です。

妊
にんぷ
婦健

けんこう
康診

しんだん
断のお金

かね
が安

やす
くなる　ク

く ー ぽ ん
ーポンを　もらえます。

※�別
べつ
の市

しちょうそん
町村に　引っこしたら、ク

く ー ぽ ん
ーポンを　その市

しちょうそん
町村のものと交

こうかん
換し

ます。

働
はたら
いている人

ひと
の妊

にん
娠
しん
・出
しゅっ
産
さん
について

妊
にんしん
娠がわかったら、早

はや
めに会

がいしゃ
社に相

そうだん
談しましょう。

妊
にんしん
娠をしたからといって、会

かいしゃ
社が働

はたら
いている人

ひと
をク

く び
ビにすることは、日

にほん
本

の法
ほうりつ
律で禁

きんし
止されています。

妊
にんぷ
婦健

けんこう
康診

しんだん
断に行

い
く時

とき
、会

かいしゃ
社に相

そうだん
談します。有

ゆうきゅう
給の休

やす
みを使

つか
えるかつかえ

ないかは、会
かいしゃ
社によります。
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妊に
ん
し
ん娠

・
出

し
ゅ
っ
さ
ん産

妊
にん
娠
しん
しているとき、決

き
められた時

じかん
間以

い
外
がい
で働
はたら
くこと・夜

よる
遅
おそ
くまで仕

しごと
事をし

ないこと、体
からだ
に負

ふたん
担がすくない仕

しごと
事にかえてほしいことを　会

かいしゃ
社にお願

ねが
い

することができます。

出
しゅっさん
産する予

よてい
定日

び
の 6週

しゅう
間
かん
前
まえ
、出
しゅっさん
産した後

あと
の 8週

しゅうかん
間の間

あいだ
（条
じょうけん
件により）仕

しごと
事

を休
やす
むことができます。

産
さんぜん
前産

さんご
後休

きゅうか
暇（子

こ
どもを生

う
む前

まえ
と後

あと
の休

やす
み）といいます。会

かいしゃ
社に申

しんせい
請します。

子
こ
どもが 1さい 6か月

げつ
になるまで、育

いくじ
児休

きゅうか
暇（子

こ
どもを育

そだ
てるための休

やす
み）

を会
かいしゃ
社に申

しんせい
請できます。

子
こ
どもが　産

う
まれたら

病
びょういん
院で　「出

しゅっしょう
生証

しょうめいしょ
明書」（子

こ
どもが生

う
まれた証

しょう
明
めい
）をもらいます。14日

にち
まで

に市
しちょうそん
町村に「出

しゅっしょうとどけ
生届」をだします。

出
しゅっしょう
生届

とどけ
に、子

こ
どもの名

なまえ
前を書

か
くので、この日

ひ
までに名

な
前
まえ
を決

き
めます。

出
しゅっしょうとどけ
生届をだしたら「出

しゅっしょうとどけ
生届受

じゅり
理証

しょうめいしょ
明書（子

こ
どもが生

う
まれた証

しょう
明
めい
をうけとっ

たという書
しょるい
類）」「マ

ま い な ん ば ー
イナンバーのついた子

こ
どもの住

じゅう
民
みん
票
ひょう
」をもらっておく

とよいです（お金
かね
がかかります）。

子
こ
どもの健

けん
康
こう
保
ほ
険
けん
にも　はいりましょう。

父
ちち
と母

はは
の国

こくせき
籍に関

かんけい
係なく、日

にほん
本で出

しゅっさん
産した場

ばあい
合は住

す
んでいる市

しちょうそん
町村への届

とど

け出
で
が必

ひつよう
要です。

父
ちち
と母

はは
のどちらかが外

がい
国
こくせき
籍であるならば、住

す
んでいる市

しちょうそん
町村への届

とど
け出

で
と、

自
じぶん
分の国

くに
の日

にほん
本にある大

たいしかん
使館と出

しゅつにゅうこく
入国在

ざいりゅう
留管

かんりきょく
理局へ届

とど
け出

で
が必

ひつよう
要です。
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妊に
ん
し
ん娠

・
出

し
ゅ
っ
さ
ん産

赤
あか
ちゃんの「定

ていきけんこうしんさ
期健康診査」

赤
あか
ちゃんがうまれたら、きまった月

つき
、年

ねん
に体
からだ
の健

けんこう
康、成

せいちょう
長のしかたを　

チ
ち ぇ っ く
ェックします。

お金
かね
はかかりません。

1か月
げつ

３～４か月
げつ

6 ～ 7カ
か
月
げつ

9 ～ 10 カ
か
月
げつ

1 歳
さい
6 か月

げつ

3 歳
さい

住
す
んでいる市

しちょうそん
町村によっては、保

ほ け ん し
健師（健

けんこう
康について　指

しどう
導する人

ひと
）が

家
いえ
にきてマ

ま ま
マと子

こ
どもの健

けん
診
しん
をすることもあります。

ワ
わ く ち ん
クチンをうつ（ワ

わ く ち ん
クチン接

せっしゅ
種・よぼう接

せっしゅ
種）

赤
あか
ちゃんがうまれて 2か月

げつ
したら、ワ

わ く ち ん
クチン接

せっしゅ
種をしていきます。

ワ
わ く ち ん
クチンを、何

なんかい
回うつか、いつするか、母

ぼ し
子健

けんこう
康手

てちょう
帳で確

かくにん
認しましょう。

お金
かね
がかかるワ

わ く ち ん
クチンもありますが、定

ていき
期接

せっしゅ
種（国

くに
が、ワ

わ く ち ん
クチンをうって

くださいと勧
すす
めているワ

わ く ち ん
クチン接

せっしゅ
種）はお金

かね
がかかりません。

子
こ
育
そだ
てについて、心

しんぱい
配なことがあれば　市

しちょうそん
町村の「母

ぼ し
子健

けんこう
康窓

まどぐち
口」（マ

ま ま
マ

とこどもについての相
そうだん
談窓

まどぐち
口）に　相

そうだん
談できます。
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妊に
ん
し
ん娠

・
出

し
ゅ
っ
さ
ん産

子
こ
育
そだ
てをしている人

ひと
へ　助

じょせいきん
成金（支

しえん
援のためのお金

かね
をもらえる制

せいど
度）

があります。

出
しゅっさん
産育

いくじ
児一

いちじ
時金

きん

　妊
にんしん
娠 4カ

かげつ
月たって　出

しゅっさん
産した人

ひと
に、１

ひとり
人の子

こ
どもに約

やく
40 万

まんえん
円

児
じどう
童手

てあて
当

　�15 歳
さい
までの子

こ
どもを　育

そだ
てている人

ひと
　※所

しょとく
得が高

たか
いならば、この助

じょせいきん
成金

はありません。

助
じょせいきん
成金をもらうには、市

しちょうそん
町村役

やくば
場で申

しんせい
請します。

親
おや
がひとりしかいないときの　支

しえん
援

児
じどう
童扶

ふよう
養手

てあて
当

　18歳
さい
までの子

こ
どもを育

そだ
てている親

おや
をたすけるお金

かね

母
ぼ し
子父

ふ し
子寡

か ふ
婦福

ふくし
祉資

しきん
金貸

かしつけ
付

　働
はたら
いて生

せいかつ
活していくためのお金

かね
を貸

か
す制

せいど
度

ひとり親
おや
家
かてい
庭等

など
医
いりょうひ
療費助

じょせい
成

　病
びょうき
気・けがをして治

ちりょう
療にかかるお金

かね
を助

たす
ける制

せいど
度

もっと知
し
りたい

　市
し く
区町

ちょうそん
村の「教

きょういく
育・保

ほけん
健」窓

まどぐち
口

　全
ぜんこく
国健

けんこう
康保

ほけん
険協

きょうかい
会　協

きょうかい
会けんぽ

23



妊に
ん
し
ん娠

・
出

し
ゅ
っ
さ
ん産

家
かぞく
族の悩

なや
みを相

そうだん
談するところ

　�熊
くまもとけん
本県女

じょせい
性相

そうだん
談セ

せ ん た ー
ンター（夫

おっと
と別

わか
れたい、男

だんせい
性からしつこくつきまとわ

れる）096-381-4454

　�熊
くまもとけん
本県女

じょせい
性相

そうだん
談セ

せ ん た ー
ンター（夫

おっと
や恋

こいびと
人から叩

たた
かれる、嫌

いや
なことをされる）　　　

096-381-7110

　�妊
にんしん
娠とこころの電

で ん わ
話相

そうだん
談（妊

にんしん
娠・出

しゅっさん
産や思

ししゅんき
春期についての悩

なや
み）　　

096-381-4340

　�子
こ
どもの発

はったつ
達、しつけ、子

こ
どもが違

いほう
法なことをする、子

こ
どもが学

がっこう
校に行

い

かない　など、子
こ
どもに関

かん
する悩

なや
み

　熊
くまもとけん
本県中

ちゅうおう
央児

じどう
童相

そうだんじょ
談所　096-381-4451
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教き
ょ
う

　
　
育い

く

子
こ

どもの教
きょういく

育

保
ほいくじょ
育所・保

ほいくえん
育園

親
おや
が働
はたら
いているときに、0歳

さい
から小

しょうがっこう
学校に行

い
く前

まえ
の　子

こ
どもを　預

あず
かりま

す。

市
し く
区町

ちょうそん
村の保

ほいく
育園

えん
についてかかりの窓

まどぐち
口に　申

もうしこ
込み、相

そうだん
談をします。

認
にんてい
定こども園

えん

親
おや
が働
はたら
いていなくても、0歳

さい
から小

しょうがっこう
学校に行

い
く前

まえ
の　子

こ
どもを　預

あず
かりま

す。

幼
ようちえん
稚園

3歳
さい
から小

しょうがっこう
学校に行

い
く前

まえ
までの　子

こ
どもが　まなぶための　学

がっこう
校です。
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教き
ょ
う

　
　
育い

く

日
にほん
本の教

きょういく
育制

せいど
度

日
にほん
本では、親

おや
が 6～ 15 歳

さい
の子

こ
どもに　教

きょういく
育を受

う
けさせる　やくめが　あ

ります。義
ぎ む
務教

きょういく
育といいます。小

しょうがっこう
学校、中

ちゅうがっこう
学校までは義

ぎ む
務教

きょういく
育です。

※障
しょう
がいのある子

こ
どもを　支

しえん
援する　「特

とくべつ
別支

しえん
援学

がっこう
校」があります。

小
しょうがっこう
学校・中

ちゅうがっこう
学校への入

にゅうがく
学は　住

す
んでいる市

しちょうそん
町村の教

きょういく
育委

いいんかい
員会に　相

そうだん
談しま

す。

国
こくりつ
立学

がっこう
校（国

くに
がつくった学

がっこう
校）・私

しりつ
立学

がっこう
校（法

ほうじん
人がつくった学

がっこう
校）への入

にゅうがく
学

は　学
がっこう
校に聞

き
きます。

6歳
7歳
8歳
9歳
10歳
11歳
12歳
13歳
14歳
15歳
16歳
17歳
18歳
19歳
20歳
21歳

1年
2年
3年
4年
5年
6年

1年
2年
3年
4年
5年
6年
7年
8年
9年

1年
2年
3年
4年
5年

1年
2年
3年
4年

1年
2年

1年
2年
3年

1年
2年
3年

小学校

義務教育学校

高等専門学校

中学校

高等学校

大学

短期大学

義務教育

ちゅうがっこうちゅうがっこう

ぎむきょういくぎむきょういく

こうとうせんもんこうとうせんもん

ぎむきょういく がっこうぎむきょういく がっこう

だいがくだいがく

たんきたんき

こうとうこうとう

しょうがっこうしょうがっこう
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教き
ょ
う

　
　
育い

く

高
こうとう
等学

がっこう
校（高

こうこう
校）への入

にゅうがく
学は、試

しけん
験に合

ごうかく
格することが必

ひつよう
要です。

日
に ほ ん ご
本語があまり話

はな
せない子

こ
どものために日

に ほ ん ご
本語を教

おし
えるところもありま

す。

市
しちょうそん
町村の教

きょういく
育委

いいんかい
員会にまずは相

そうだん
談してください。

○�外
がいこく
国ル

る ー つ
ーツの子

こ
どもと親

おや
が、日

に ほ ん ご
本語の勉

べんきょう
強、学

がっこう
校のこと、進

しんろ
路のことに

ついて相
そうだん
談できます。

「こどものにほんご相
そうだん
談窓

まどぐち
口」　090-9593-9627

メ
め ー る
ール：kodomosoudan@shiennet-kumamoto.org

イ
い ん た ー な し ょ な る す く ー る
ンターナショナルスクール

外
がい
国
こくせき
籍の子

こ
どもに教

きょういく
育するところです。

学
がっこう
校のなかで使

つか
う言

ことば
葉と　学

がっこう
校で勉

べんきょう
強する内

ないよう
容（カ

か り き ゅ ら む
リキュラム）、学

がっこう
校に

かかるお金
かね
は　学

がっこう
校によって　ちがいます。

詳
くわ
しくは、学

がっこう
校にちょくせつ聞

き
いてください。

夜
やかん
間学

がっこう
校

夜
よる
の時

じかん
間に　授

じゅぎょう
業がある　学

がっこう
校です。

日
にほん
本の中

ちゅうがっこう
学校を卒

そつぎょう
業していない人

ひと
は　誰

だれ
でも通

かよ
うことができます。

卒
そつぎょう
業したら、高

こうこう
校の入

にゅうし
試試

しけん
験を受

じゅけん
験できます。

くわしくは
　熊
くまもとけん
本県教

きょういく
育庁

ちょう
　義

ぎ む
務教

きょういく
育課

か
　096-333-2689
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災さ
い

　
　
害が

い

災
さいがい

害に備
そな

えましょう

外
がいこくじん
国人住

じゅうみん
民のための防

ぼうさい
災パ

ぱ ん ふ れ っ と
ンフレット

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/5195.html

地
じしん
震

地
じしん
震は、いきなりおきます。ふだんから、

下
した
にかいてあるような　

じゅんびをしましょう。

・家
いえ
の中

なか
の大

おお
きな棚

たな
は、落

お
ちないように、

固
こてい
定します。

・指
してい
定緊

きんきゅう
急避

ひなんじょ
難所　といわれる、近

ちか
くの小

しょうがっこう
学校・公

こうみんかん
民館

の場
ば し ょ
所

安
あんぜん
全な場

ばしょ
所（親

しんせき
戚・知

ちじん
人の家

いえ
やホ

ほ て る
テル）や　逃

に
げる道

みち

を　知
し
っておきます。

・住
す
んでいる家

いえ
が地

じしん
震にどれ

だけ耐
た
えることができるか、

「耐
たいしん
震診

しんだん
断」をして、壊

こわ
れ

にくいように　しましょう
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災さ
い

　
　
害が

い

・防
ぼうさい
災訓

くんれん
練（地

じしん
震がおこったときの行

こうどう
動をまなぶ）に参

さんか
加しましょう。

地
じしん
震で　ゆれたら！

たてものの中
なか
に　いるとき

●机
つくえ
やテ

て ー ぶ る
ーブルなどの下

した
に　かくれましょう。

　かくれるものが　ないときは、カ
か ば ん
バンで頭

あたま
をかばいます。

●ゆれるのが終
お
わるまで、そとへ　でないでください。

●ゆれなくなったら、火
ひ
がついてないか　確

かくにん
認して、火

ひ
を消

け
します。

●�われたガ
が ら す
ラスなどをふんで　けがをしないように、ス

す り っ ぱ
リッパや靴

くつ
をはき

ましょう。

外
そと
にいるとき

●�カ
か ば ん
バンなどで頭

あたま
を守

まも
って、公

こうえん
園や空

あ
き地

ち
など　ひろい場

ばしょ
所へ　にげま

しょう。

電
でんしゃ
車やバ

ば す
スに乗

の
っているとき

●座
すわ
っているときは、頭

あたま
を守

まも
って、体

からだ
を低

ひく
くする。

●立
た
っているときは、転

ころ
ばないよう、手

て
すりにしっかりつかまります。
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災さ
い

　
　
害が

い

自
じぶん
分の命

いのち
を守

まも
ることが　いちばん　大

だいじ
事です！

●�まわりを見
み
ながら、【１，からだを低

ひく
く、２，頭

あたま
を守

まも
り、３，動

うご
かない】

の３つをまもります。

台
たい
風
ふう

熊
くまもとけん
本県では、台

たいふう
風や豪

ごうう
雨（ひどい雨

あめ
）の被

ひがい
害がたくさ

んあります。台
たいふう
風は予

よそく
測できるので、情

じょうほう
報をあつめて　

早
はや
く準

じゅんび
備しましょう。

・�ベランダに置
お
いているものは家

いえ
の中

なか
に入れます。

・�外
そと
のようすを見

み
に、家

いえ
から外

そと
にでないでください。

台
たいふう
風の情

じょうほう
報はどうやって知

し
ったらいい？

●気
きしょう
象台

だい
（天

てんき
気や災

さいがい
害のよそくをする国

くに
のきかん）が出

だ
す　情

じょうほう
報をみる。

　熊
くまもと
本地

ちほう
方気

きしょう
象台

だい
　https://www.jma-net.go.jp/kumamoto/

●�住
す
んでいる市

しちょうそん
町村が　だす　避

ひなん
難情

じょうほう
報（どこの避

ひなんじょ
難所が使

つか
えるか、など

のお知
し
らせ）

　�住
す
んでいる市

しちょうそん
町村のＷＥＢペ

ぺ ー じ
ージをみる、ＬＩＮＥの登

とうろく
録をしていると

お知
し
らせがきます。

自
じぶん
分の住

す
んでいる地

ち
いきは　どんな危

きけん
険があるか、逃

に
げ道

みち
を確

かくにん
認する。

●�市
しちょうそん
町村が作

さくせい
成したハ

は ざ ー ど ま っ ぷ
ザードマップ ( 災

さいがい
害があったときにどんな危

きけん
険があ

るか、かきこんである地
ち ず
図 )で、避

ひなん
難経

けいろ
路（逃

に
げる道

みち
）を確

かくにん
認します。
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雨
あめ
がひどいときは、迷

まよ
わず、早

はや
く逃

に
げます！

●�大
おおあめ
雨、豪

ごうう
雨（ひどい雨

あめ
）が予

よそく
測されているときは、夜

よるおそ
遅くなる前

まえ
に、早

はや

めに避
ひなん
難行

こうどう
動をします。

●�「マ
ま い た い む ら い ん
イタイムライン（家

かぞく
族・自

じぶん
分のための災

さいがい
害があったときどんな行

こうどう
動

をするかの計
けいかくひょう
画表）」をつくっておきましょう。逃

に
げる時

とき
にすることを　

わかりやすく　みることができます。

災
さいがい
害が　おこったら

家
いえ
から逃

に
げる前

まえ
に　しましょう。

・ス
す と ー ぶ
トーブ、料

りょうり
理の火

ひ
をけす　　　　　　　・電

でんき
気ブ

ぶ れ ー か ー
レーカーを　落

お
とす

…

・ガ
が す
スの元

もとせん
栓を閉

し
める

・電
でんわ
話がつながらないこともあるので、災

さいがい
害伝

でんごん
言ダ

だ い や る
イヤル（171）、SNS

を使
つか
いましょう

・家
いえ
からでるときは、自

じぶん
分や家

かぞく
族がどこに

避
ひなん
難したか書

か
いて　家

いえ
の中

なか
にはっておくと

よいです。家
いえ
のド

ど あ
ア、窓

まど
の鍵

かぎ
はしっかりし

めます。

災
さいがい
害伝

でんごん
言ダ

だ い や る
イヤルについて
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避
ひなんじょ
難所について

避
ひなんじょ
難所のかんばん

大
おおあめ
雨、台

たいふう
風、地

じしん
震、洪

こうずい
水などの災

さいがい
害がおこったときに、家

いえ
がこわれて住

す
む

ことができなくなった人
ひと
が、しばらくのあいだ　いるところです。

住
す
んでいる市

しちょうそん
町村がきめた避

ひなんじょ
難所（指

してい
定避

ひなんじょ
難所）には、食

しょくりょうひん
料品や水

みず
があり

ます。

自
じぶん
分で必

ひつよう
要なものは、用

ようい
意していきます。

いろいろなお知
し
らせもあります。人

ひと
を探

さが
したいときは、避

ひなんじょ
難所の係

かかり
の人

ひと
に

聞
き
きましょう。

住
す
んでいる市

しちょうそん
町村から「〇〇を避

ひなんじょ
難所として開

かいほう
放しています（○○を使

うことができます）」というおしらせが、SNSやWEBペ
ぺ ー じ
ージ、テ

て れ び
レビ、

ラ
ら じ お
ジオでながれます。

自
じぶん
分の家

いえ
があぶないかも、、と思

おも
ったら、家

いえ
から近

ちか
い避

ひなんじょ
難所に　行

い
きます。

知
し
り合

あ
いの家

いえ
、会

かいしゃ
社のたてものなどへの　避

ひなん
難も　できます。

4 
 

避難所
ひ な ん じ ょ

について 

 200ｍ 

避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

 （ばしょのなまえ） 
 
 
 
 
 
避難所
ひ な ん じ ょ

のかんばん 

 
大雨
おおあめ

、台風
たいふう

、地震
じ し ん

、洪水
こうずい

などの災害
さいがい

がおこったときに、家
いえ

がこわれて住
す

むことができなくなった人
ひと

が、しばらくのあいだ いるところです。 

住
す

んでいる市町村
しちょうそん

がきめた避難所
ひ な ん じ ょ

（指定
し て い

避難所
ひ な ん じ ょ

）には、食 料 品
しょくりょうひん

や水
みず

があります。 

自分
じ ぶ ん

で必要
ひつよう

なものは、用意
よ う い

していきます。 

いろいろなお知
し

らせもあります。人
ひと

を探
さが

したいときは、避難所
ひ な ん じ ょ

の 係
かかり

の人
ひと

に聞
き

きましょう。 

 

住
す

んでいる市町村
しちょうそん

から「〇〇を避難所
ひ な ん じ ょ

として開放
かいほう

しています（○○を使う
つ か  

ことができます）」という

おしらせが、SNS や WEBページ
ぺ ー じ

、テレビ
て れ び

、ラジオ
ら じ お

でながれます。 

 

自分
じ ぶ ん

の家
いえ

があぶないかも、、と思
おも

ったら、家
いえ

から近
ちか

い避難所
ひ な ん じ ょ

に 行
い

きます。 

知
し

り合
あ

いの家
いえ

、会社
かいしゃ

のたてものなどへの 避難
ひ な ん

も できます。 
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事
じ こ
故　ＳＯＳ

火
か じ
事、けが、急

きゅう
な病

びょうき
気、交

こうつう
通事

じ こ
故（車

くるま
の事

じ こ
故で　けがを　した人

ひと
が　

いるとき）があったら　電
でんわ
話で　119 をダ

だ い や る
イヤルする。

①　火
か じ
事か、救

きゅうきゅう
急か、どちらなのかを伝

つた
える。

②　�どんなひとが　どんな状
じょうきょう

況なのか　伝
つた
える（へんじがない、

ケ
け が
ガをしている　など）

③　�今
いま
いる場

ばしょ
所と　自

じぶん
分の連

れんらくさき
絡先を伝

つた
える（近

ちか
くの目

めじるし
印になる

　　たてものやお店
みせ
があれば言

い
う）

警
けい
察
さつ

警
けいさつ
察にすぐに来

き
てほしいときは　電

でんわ
話で 110 をダ

だ い や る
イヤルします。

事
じけん
件（誰

だれ
かが　したこと）

強
ごうとう
盗（どろぼうが、ひとのお金

かね
を盗

ぬす
むこと）、ひったくり（とつぜん、

人
ひと
のものをとっていくこと）があった時

とき

事
じ こ
故（思

おも
いがけず、おこったこと）

交
こうつう
通事

じ こ
故があったとき

土
どしゃ
砂崩

くず
れで道

どうろ
路がふさがっている時

とき

①　事
じけん
件か、事

じ こ
故か、どういう状

じょうきょう
況か伝

つた
える。

②　いつあったか
③　�今

いま
いる場

ばしょ
所と　自

じぶん
分の連

れんらくさき
絡先を伝

つた
える（近

ちか
くの目

めじるし
印になる

　　たてものやお店
みせ
があれば言

い
う）

緊
き ん き ゅ う

急のときは
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